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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　直列に配置され設定され、搬送レール上にロックされた数個のディスク状モジュールを
備え、少なくとも１つの供給モジュール(１)と、少なくとも１つのフューズモジュール(
２)と、少なくとも１つの分配モジュール(３.１から３.ｎ)が配備された低電圧システム
用の電流分配アセンブリであって、
　前記供給モジュール(１)と、フューズモジュール(２)と、分配モジュール(３.１から３
.ｎ)のそれぞれの正電位を接続する正電位用の交差コネクタ(４.１)と、
　前記供給モジュール(１)と、フューズモジュール(２)と、分配モジュール(３.１から３
.ｎ)のそれぞれの負電位を接続する負電位用の交差コネクタ(４.２)を備え、
　更に、前記フューズモジュール(２)及び分配モジュール(３)は、前記ヒューズモジュー
ル(２)によって確保された電位用の他の交差コネクタ(７.１、７.２)によって接続される
、アセンブリ。
【請求項２】
　前記フューズモジュール(２)は、少なくとも１つの電子フューズを備える、請求項１に
記載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記フューズモジュール(２)は、少なくとも１つの２極でのフューズ分離を備える、請
求項１又は２に記載のアセンブリ。
【請求項４】
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　前記分配モジュール(３)は、分離要素(８)を有し、該分離要素によって接続クランプ(
５.１、５.２)は、交差コネクタ(４.１、４.２、７.１、７.２)用の接続に分離可能に接
続される、請求項１乃至３の何れかに記載のアセンブリ。
【請求項５】
　前記供給モジュール(１)は、グラウンド接続(１０)及び分離要素(９)を備え、該グラウ
ンド接続(１０)は分離要素(９)を介して交差コネクタ(４.１、４.２)用の接続の１つと分
離可能に接続される、請求項１乃至４の何れかに記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記交差コネクタ(４.１、４.２、７.１、７.２)用の接続は、直線状の交差コネクタ(
４.１、４.２、７.１、７.２)を通って接触するように構成された、請求項１乃至５の何
れかに記載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記フューズモジュール(２)は、警報及び/又は制御信号を送信する更なる交差コネク
タ(１２)用の少なくとも１つの接続を備える、請求項１乃至６の何れかに記載のアセンブ
リ。
【請求項８】
　前記更なる交差コネクタ(１２)は、警報及び/又は制御信号を復号形式で送信すべく、
データバスとして構成される、請求項７に記載のアセンブリ。
【請求項９】
　前記更なる交差コネクタ(１２)用の少なくとも１つの接続を備えた信号処理モジュール
(１１)を備え、該接続は警報及び/又は制御信号接続(１３)を備え、該接続(１３)上でデ
ータバスを介して変換された警報及び/又は制御信号が復号形式で利用可能である、請求
項８に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記供給モジュール(１)は、更なる交差コネクタ(１２)及び警報及び/又は制御信号接
続(１３)用の少なくとも１つの接続を備え、バス復号器(１４)を備え、データバスを介し
て変換された警報及び/又は制御信号は、警報及び/又は制御信号接続(１３)上で復号形式
で利用可能である、請求項８に記載のアセンブリ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、低電圧システムにおける電流分配アセンブリに関し、該電流分配アセンブリ
は直列に配置され設定され、特に搬送レール上にロックされた幾つかのディスク形のモジ
ュールを備えている。少なくとも１つのモジュールは、供給モジュールであり、少なくと
も１つのモジュールはヒューズモジュールであり、少なくとも１つは分配モジュールであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　産業オートメーション及び/又はビルの自動化又は技術工程監視用のシステムはしばし
ば、低電圧の範囲で直流が供給される要素を備え、該低電圧はしばしば２４ボルトの範囲
である。そのような要素は例えば、産業制御システムの入力/出力ユニット、及び/又はセ
ンサ及びセンサ信号の評価用の測定値受信器である。
【０００３】
　低電圧領域にて直流が供給される多数又は複数のそのような要素は、大規模システムに
存在するから、幾つかの要素によって共通に使用される電流供給ユニットが適切である。
従って、電流供給ユニットから利用可能な直流は、要素に分配されなければならず、個々
の要素を確保し、又はこれらの要素のグループを一緒に確保（secure）することが所望さ
れる。
【０００４】
　この目的を達成すべく、ヒューズモジュールが公知であり、該ヒューズモジュールは電
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子的又は従来からの電気機械又は安全フューズを備え、電流供給ユニットと供給される１
以上の要素間に接続される。更に、異なる電位（電流供給ユニットの正又は負の出力電位
：確保された電位）の分配に用いられ得る分配器クランプが公知である。フューズモジュ
ール及び分配器クランプは受入れデバイスを備えているのが好ましく、該受入れデバイス
を用いてフューズモジュール及び分配器クランプは搬送レールに取り付けられる。従って
、産業オートメーション又はビルの自動化に習慣的に用いられるスイッチボックスの内側
の取付けが可能である。記載されたフューズモジュール及び分配器クランプの不利な点は
、それによって個々のモジュールが互いに接続されるワイヤに対する費用が高いことであ
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の課題は、低電圧システムにおいて電流を分配する最初に引用したタイプのアセ
ンブリを生成することであり、該システムは低費用のワイヤで構成される。電流分配は適
応性があるべきであり、異なる確保グループのできるだけ多くの要素に分配を供給するこ
とを許すべきである。
　この問題は、独立請求項の特徴を備えたアセンブリによって解決される。有利な実施形
態及び更なる展開例は従属請求項に記載される。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に従った最初に引用したタイプのアセンブリは少なくとも１つの供給モジュール
、少なくとも１つのヒューズモジュール、少なくとも１つの分配モジュールは夫々正電位
用の交差コネクタへの少なくとも１つの接続を有し、負電位用の交差コネクタへの１つの
接続を有し、ヒューズモジュールと分配モジュールは更に、フューズモジュールによって
確保される電位用に少なくとも１つの他の交差コネクタへの少なくとも１つの他の接続を
有する。
【０００７】
　本発明のアセンブリにおいて、電流分配に必要な機能-送り込み、確保、分配-は、異な
るモジュール上に分配される。しかし、モジュールは、供給される電流の為に、交差コネ
クタによってモジュール間で結合され、確保される電流の為に少なくとも１つの他のコネ
クタによって結合され、高価なワイヤ無しで電流分配が構築される。１以上のフューズモ
ジュールは、その上に分配モジュールが接続される供給モジュールに連繋される。従って
、例えば１つの電流供給ユニットに接続された供給モジュールから開始して、幾つかの個
々に確保される電流消費要素のサブグループが給電される。
【０００８】
　本願に従ったアセンブリにおいて、交差コネクタ及び必要ならば少なくとも１つの交差
コネクタは、全ての交差コネクタと大きさが等しい所定の最大電流負荷容量を備えて構成
されるのが好ましい。これは特にまた、電流供給ユニットの負電位を分配する交差コネク
タにも適用される。この方法で、供給接続から開始して、電流供給ユニットから利用可能
な全ての電流は更なる補助ワイヤ無しに分配され得る。
【０００９】
　アセンブリの好ましい実施形態において、フューズモジュールは少なくとも１つの電子
フューズを備える。フューズモジュールは２極の方法で分離する少なくとも１つのフュー
ズを備える。過度の高価なワイヤ無しに確保する２極を備えたシステムは、ワイヤ費用を
減じる他の交差コネクタによっても構築される。更に、２極の分離に必要な両電位は、既
に各フューズモジュール上にある正の供給電位及び負の供給電位の分配によって利用可能
になる。
【００１０】
　アセンブリの他の好ましい実施形態において、分配モジュールは分離要素を備え、該分
離要素を介して接続クランプは交差コネクタ用の接続に分離可能に接続される。分離要素
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は例えば、取り外し可能なブリッジとして構成される。分離は１極又は全ての極の方法で
実行される。分離要素によって、給電されるべき１つの要素又は例えばサービスされる一
群の要素に電流が無い状態で簡単な方法で接続することが可能になる。
【００１１】
　アセンブリの他の好ましい実施形態において、供給モジュールはグラウンド接続と分離
要素を備え、グラウンド接続は分離要素を介して分離した方法で交差コネクタの１つの接
続に接続される。多くの低電圧システムにおいて、負電位(マイナス極)がグラウンド電位
に置かれ、従って供給モジュールのグラウンド電位を介して容易に利用可能である。分離
要素により、例えばメインテナンス又は絶縁測定の実行の為に、グラウンド接続の分離が
可能となる。或いは、分離要素は固定された、分離不可能な電気的接続に置換され得る。
【００１２】
　アセンブリの他の好ましい実施形態において、交差コネクタ用の接続は、直線状の交差
コネクタを通って接触するように構成される。換言すれば、特定の交差コネクタは個々の
モジュールのハウジング上に存在し、それらは容易に構成される交差コネクタによって互
いに接続されるように配置され、従って容易かつ柔軟に所定長さにカットされる。
【００１３】
　アセンブリの他の好ましい実施形態において、フューズモジュールは警報信号及び/又
は制御信号を送信する更なる交差コネクタ用の少なくとも１つの接続を備える。更なる交
差コネクタは、データバスとして構成されるのが好ましく、特に復号形式で警報及び/又
は制御信号を送信する為に１つのワイヤデータバスとして構成されるのが好ましい。この
方法で、１又は幾つかのフューズモジュールの制御及び警報信号は、データバスを介して
まとまって送信される。各フューズモジュール上に配備されワイヤ接続されなければなら
ない個々の複数の制御信号接続及び/又は警報信号接続の代わりに、制御信号及び/又は警
報信号に関し、交差コネクタを介した単純なワイヤ接続が従って生じる。
【００１４】
　制御信号及び/又は警報信号を評価すべく、アセンブリは更なる交差コネクタ用の少な
くとも１つの接続を有する信号処理モジュールを備え、該信号処理モジュールは更に警報
信号及び/又は制御信号接続を備え、該接続上でデータバスを介して変換された警報信号
及び/又は制御信号が復号形式で利用可能になる。
　或いは、更なる交差コネクタ用の少なくとも１つの接続を有する供給モジュールが配備
され、警報信号及び/又は制御信号接続を備える。更に、供給モジュールはバス復号器を
備え、該バス復号器は、データバスを介して復号形式に変換された警報信号及び/又は制
御信号を警報信号及び/又は制御信号接続上で利用可能にする。従って、幾つかのフュー
ズモジュールにワイヤ接続された制御信号及び/又は警報信号が、信号処理モジュール又
はバス復号器を備えた供給モジュール上で、結合された方法で生じる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本発明のアセンブリは、図面の補助と共に例示的な実施形態を用いて以下に詳細に説明
される。図面にて、
【図１】図１は第１の例示的な実施形態における低電圧システムの電流分配用の幾つかの
モジュールのアセンブリの概略図である。
【図２】図２は、電流分配用のアセンブリのフューズモジュールの概略図を示す。
【図３】図３は、低電圧システムの電流分配用のアセンブリの他の例示的な実施形態を示
す。
【図４】図４は、低電圧システムの電流分配用のアセンブリの他の例示的な実施形態を示
す。
【図５】図５は、低電圧システムの電流分配用のアセンブリの他の例示的な実施形態を示
す。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
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　図１は、低電圧システムの電流分配用の幾つかのモジュールのアセンブリの概略ブロッ
ク図を示し、ここでは図示しない搬送レール上に設定される。
　このアセンブリにおいて、接続クランプ６.１及び６.２を備えた供給モジュール１が配
備され、該供給モジュールを介して大きな導電断面を有する１極接続ケーブルが電流供給
ユニットから供給される。ここでは図示しない電流供給ユニットは搬送ユニット上に設定
されるのが好ましく、例えばその出力が約１００Ａまでの数アンペア（Ａ）の負荷容量を
備えた２４ボルト（Ｖ）の低電圧で利用可能である。
【００１７】
　接続クランプ６.１（正電位：プラス極）及び６.２（負電位：マイナス極）に供給され
た電流は、ここでは複数の電流消費要素（消費体）上と示されるアセンブリから分配され
る。
　この目的から、交差コネクタの接触が送り込みクランプ１に形成され、該クランプ内に
モジュールに直交して、即ち搬送レールの方向に延びる交差コネクタ４.１又は４.２が挿
入される。各交差コネクタ４.１及び４.２は例えば、１極でロッド形の導電体であり、こ
の意味で「バスバー」とも示される。或いは、交差コネクタ４.１及び４.２として、所謂
櫛型レールも用いられ得る。
【００１８】
　接続クランプ６.１及び６.２上に供給される電位は、交差コネクタ４.１及び４.２を介
して、直列に配置された他のモジュールに簡単な方法で分配される。示された例にて、フ
ューズモジュール２は他のモジュールのように接続されて、交差コネクタ４.１及び４.２
を介して供給される２つの電位の少なくとも１つを確保する。フューズモジュール２は電
子的、又は電気機械的、又は安全フューズである。確保された電位は、他の交差コネクタ
接続で利用可能であり、該交差コネクタ接続から他の交差コネクタ７.１を介して他のモ
ジュールに分配される。例示されたフューズモジュール２内の交差コネクタ７.１は、フ
ューズを介して、正電位用の交差コネクタ４.１に接続されると想定される。従って、正
電位（プラス極）は交差コネクタ７.１を介して確保する方法で送られる（forwarded）。
他の交差コネクタ７.１はまた、「バスバー」として構築され、又は交差コネクタ４.１及
び４.２と同様に櫛型レールとして構築される。
【００１９】
　１つ又は複数の分配モジュール３は、フューズモジュール２に接続され、ここでは例え
ば分配モジュール３.１、３.２から３.ｎである。確保される電位と同様に確保されない
電位は、交差コネクタ４.１及び４.２を介して、供給モジュール１又はフューズモジュー
ル２から、分配モジュール３に容易に送られることができる。
【００２０】
　分配モジュール３は、対である導電接続５.１及び５.２を備え、該導電接続上に負電位
が直に利用可能に設けられ（交差コネクタ４.２の接続から）、給電される要素用に正の
電位が確保される（交差コネクタ７.１の接続から）。示される例示的な実施形態にて、
分配モジュール３毎に、１つだけの対である導電接続が導電接続５.１及び５.２とともに
示される。しかし、各分配モジュールは互いに平行に接続されるそのような複数の導電接
続５.１及び５.２を備えることができる。導電接続５.１及び５.２は例えば、ネジクラン
プ又はネジの無い挿入クランプである接続クランプとして形成される。
【００２１】
　更に、各分配モジュール３に分離要素８が付随的に設けられ、該分離要素を介して導電
接続５.１及び５.２は、交差コネクタ４.２及び７.１から分離される。分離要素８は例え
ば、移動可能なブリッジとして設計される。ここでは分離は１極又は全極の方法で実行さ
れる。分離要素８は簡単な方法で、例えば提供される電流無しで給電されるべき個々の要
素又は一群の要素を接続することを可能にする。
【００２２】
　本願に従ったアセンブリにおいて、全ての交差コネクタ４.１、４.２及び７.１は、全
ての交差コネクタに与えられ等しい大きさの最大負荷容量を有するように構成される。こ
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れは特に電流供給ユニットの負電位を分配する交差コネクタ４.２にも適用される。この
方法にて、導電接続５.１及び５.２から開始して、電流供給ユニットから利用可能な全て
の電流は更なる補助ワイヤ無しで分配され得る。
　図１に示すアセンブリは、例えば交差コネクタ４.１及び４.２に接続される他のフュー
ズモジュール２によって、該アセンブリの右側で簡単な方法で補完され、他の分配モジュ
ール３が接続され得る他の交差コネクタ７.１を利用可能にする。
【００２３】
　図２は、例えば図１に従ったアセンブリに用いられる供給モジュール１の特別な実施形
態を示す。図２に示す供給モジュール１はグラウンド接続１０を有し、該グラウンド接続
を介してグラウンド電位が供給モジュール１に接触される。接続クランプ６.２は分離要
素９を介してグラウンド接続に接続され、負電位を電流供給ユニットに供給する。多くの
低電圧システムにおいて、負電位(マイナス極)はグラウンド電位に置かれ、ここでは簡単
な方法で供給モジュール１のグラウンド接続１０を介して可能である。分離要素９により
、例えばメインテナンス又は絶縁測定を実施するために、このグラウンド接続の分離が可
能となる。或いは、分離要素は固定された、非分離の電気的接続によって置換さえ得る。
【００２４】
　図３は、低電圧システムにおいて電流を分配する図１と比較可能なアセンブリを示す。
基本的構成の図１に関するコメントに言及する。図１の例示的な実施形態との区別におい
て、図３に示すアセンブリでは、フューズモジュール２は全て極フューズとして構成され
、分離は正電位及び負電位について実行される。従って、確保した電流供給からのプラス
極が交差コネクタ７.１を介して送られるだけでなく、確保した電流供給のマイナス極が
第２の他の交差コネクタ７.２を介して送られる。図面ではモジュールの低領域に両方と
も位置すると例示される他の交差コネクタ７.１、７.２のアセンブリは単なる例示である
ことは理解されるべきである。他の交差コネクタ７.１を交差コネクタ４.１に隣接し、他
の交差コネクタ７.２を交差コネクタ４.２に隣接して配置することは全く可能である。示
される分離要素８は図１に記載するように構成されて、導電接続５.１及び５.２上の一方
の又は両電位を分離する。
【００２５】
　図４は、低電圧システムにおける電流分配用の他のアセンブリを示す。この例では、フ
ューズモジュール２に接続される供給モジュール１が再び配備される。フューズモジュー
ル２(図１、図３を参照)に接続された分配モジュール３は明瞭化の為に、例示した実施形
態では示されない。この例示的な実施形態において、フューズモジュール２は制御機能及
び/又は警報機能を備える。この目的から、従来技術から公知のフューズモジュールは分
離した接続接触を備え、該接続接触を介して制御信号が供給され又は警報信号が発射され
る。本願に従ったシステムにおいて、バスラインタイプの更なる交差コネクタ１２が付与
されて、該交差コネクタを介して警報信号と同様に制御信号が送信され、又はフューズモ
ジュール２によって受信される。バスラインは、示される１つだけの更なる交差コネクタ
１２が必要であるように１ワイヤバスとして設計されるのが特に好ましい。バス信号を復
号するために、更なる交差コネクタ１２を介してフューズモジュール２に接続される信号
処理モジュール１１が配備され、該信号処理モジュール１１は、警報信号及び/又は制御
信号を警報及び/又は制御信号接続１３上で復号形式で利用可能にする。
【００２６】
　図５は、低電圧システムにおける電流分配用の図４に代わるアセンブリを示す。この例
示的な実施形態において、バス信号の復号は、分離した信号処理モジュール(１１、図４
を参照)では起きず、一体化されたバス復号器１４を備える供給モジュール１にて起こる
。そのような供給モジュール１は更に、警報及び/又は制御信号接続１３と同様に交差コ
ネクタ１２用の接続を備える。
【００２７】
　図４に示す信号処理モジュール１１又は図５に示す供給モジュール１が、全て互いに結
合され、信号処理モジュール１１に結合され、及び/又は更なる交差コネクタ１２を介し
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て一体化されたバス復号器１４を備えた供給モジュール１に結合された幾つかのフューズ
モジュール２の警報及び/又は制御信号を処理すべく一体化されたバス復号器１４を備え
ていれば、特に有利である。例えば、１ワイヤＣＡＮ(Controller Area Network)バスが
バスシステムとして用いられ得る。
【符号の説明】
【００２８】
１　　　 供給モジュール
２　　　 フューズモジュール
３.１から３.ｎ　分配モジュール
４.１　　交差コネクタ(正の供給電位)
４.２　　交差コネクタ(負の供給電位)
５.１　　導電接続
５.２　　導電接続
６.１　　接続クランプ供給(正電位)
６.２　　接続クランプ供給(負電位)
７.１　　他の交差コネクタ(獲得した正電位)
７.２　　他の交差コネクタ(獲得した負電位)
８　　　 分離要素
９　　　 分離要素
１０　　 グラウンド接続
１１　　 信号処理モジュール
１２　　 信号用の更なる交差コネクタ
１３　　 警報及び/又は制御信号接続
１４　   一体化されたバス復号器

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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